
 

 

事業名 ３館合同防災キャンプ 

背景 

・ 

目的 

【背景】 

・それぞれの館のイベントがある際にゲームコーナーを出展し合っていたが、交流する機会が

中々持てずにいた。 

・子ども委員会からお泊り会がしたいという声が上がっていた。 

【目的】 

・最近は地震等の災害も多く、災害に対応した力が必要となる。子ども委員会のメンバーが緊

急の事態に対応できる力をつけ、災害時にリーダーとなれるようにする。 

・3館合同防災キャンプで交流を深め、子どもセンター・子どもクラブを盛り上げていく。 

日時 2025年 11月 29日（土） 18時 20分 ～ 11月 30日（日） 8時 30分 

実施場所 子どもセンターただ ON 

参加者 

・子どもセンターただ ON 子ども委員会 T・H・D!!! 

・木曽子どもクラブきそっち 子どもクラブ委員会 

・小山田子どもクラブゆめいく ゆめいく KIDS 

内容 

<11/29（土）> 

・開会式 

・自己紹介 

・イチオシ防災グッズ紹介 

・夕食カレー調理 

・段ボールハウスづくり 

 

<11/30（日）> 

・朝食 

・段ボールハウス片付け 

・自由時間 

・閉会式 

様子等 

当日は 18:20に、ことこと・とんとんの部屋に集合し、開会式を行う。 

いつもとは違うメンバーと時間帯に集まることで、少し浮足立つ子どもたちだった。 

始めに災害時に必要と思い浮かぶものをグループで制限時間内に書き出して、勝ったグルー

プからカレーに入れる材料を取っていくことにした。同じ食材だが、大きさや形が異なることでど

のグループも選ぶときに悩んでいて、そこでグループ内のコミュニケーションを取ることが出来

ていた。カレーを煮込んでいる間は自身が持ってきたイチオシの防災グッズを紹介。丸い筒に

防災セットがまとまっているものや手動発電機等、小学生は初めて見るものもあったようで「そ

んな防災グッズがあるんだ！」と初めての気づきを得ている子も多かった。想像以上にカレーの

調理に時間がかかってしまったが、段ボールハウスの作成がスムーズにいき、予定の時間に

消灯することができた。友達と一緒に部屋を作り上げている子が多いことが影響しているのか、

夜は興奮冷めやらぬ様子で、女子はほとんど寝ていなかった。たくさんの人がいる中で寝ると

いうことはひとりひとりの小さな音でも大きく感じたり、寝づらいと思うものなのだということを体

験することができた。 

３館合同で交流をしながら防災について学ぶことができ、今後に繋がるいい機会となった。 


